
原子力発電環境整備機構（NUMO）
ニ ュ ー モ

地層処分と
文献調査について
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●放射性物質を「ガラス」→「金属製の容器」
→「粘土」などで何重にも包み、地下300ｍ
以深の「安定した岩盤」に埋設します。

●地下300m以上深くの、安定した岩盤の中
に埋めて、私たちの生活環境から遠ざけます。

ガラス固化体
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鉄でできた入れ物
に入れる

粘土でおおう

人工バリア + 天然バリア

地下深くの
岩盤に埋める

ガラスで固める

厚さ：約20 cm 厚さ：約70 cm

処分場

地層処分の仕組み
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 段階的な調査を行い、最終的に全国に1カ所、処分場に適した場所を
選びます。

 「文献調査」は、地域固有の文献・データを使って、現地でのボーリング
等の「概要調査」地区の候補を選び出すための調査です。

全国に1カ所

地層処分に適した

場所を選ぶ

文献調査 概要調査 精密調査

文献調査とは：どうやって調査を進めるのか
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２年程度 ４年程度 14年程度

調査期間（約20年程度）中は放射性物質は一切持ち込みません
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文献調査とは：どうやって調べて、確認したのか

読み解き① ②
文献・データ
の収集

NUMO

評価③ 報告書作成④

国・専門家

 国がとりまとめた「文献調査段階の評価の考え方」に基づいて、集めた
文献・データを読み解き、評価を行いました。

「文献調査段階の評価の考え方」
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 火山や活断層などには、処分場を破壊し、人工バリアや天然バリア
の機能を発揮できなくするリスクがあるため、避ける必要があります。

 断層のずれにより処分場が破壊
されるおそれがあります。

 火山活動のマグマの貫入や噴出により処分
場が破壊されるおそれがあります。

 地下に鉱物や地熱資源があると、将来、
人間が掘削してしまうおそれがあります。

処分場 処分場

処分場

ほかには、
 地盤の隆起や侵食の速さが大きいと処

分場の十分な深度が確保できないおそ
れがあります。

 地盤の強度が小さいと処分場の建設が
できないおそれがあります。

火山や活断層などのリスク

噴火 活断層

鉱物・地熱資源
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文献調査とは：概要調査地区の候補を選ぶ

 文献・データから、「避けるべき基準」に照らして、明らかに該当するまたは
該当する可能性の高い場所を、概要調査地区の候補から除外します。

 文献・データで明らかにできない場所は、概要調査で確認します。

文献調査地区 評価項目に
あたる場所

概要調査地区
の候補

＜選定イメージ＞

避けるべき基準
にあたるか評価

① ② ③ ④

断層

火山

【文献・データ】 【基準】

該当する可能性が
高い

該当しない

除外

避ける場所

鉱物

該当する可能性が
高いとはいえない

概要調査で
特に確認する事項
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ご清聴ありがとうございました
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